
 うさぎぐみの子はピースの絵柄をヒントにしたり、パズル台にある線とピースの形が合うところをじっ

くりと探したりして一人で完成する姿が増えてきました。りすぐみの子もパズルに興味を持つ子が多く、

分からないピースは保育者に尋ねながらはめていき、ピースがはまる面白さを味わっています。ひよこぐ

みの子もパズルで遊びたい気持ちがあり、年上児に手伝ってもらいながらやってみたり、６～８ピースの

簡単なパズルをはめたり外したりして楽しむ姿がありました。 

 パズルが完成すると、「できたー！」と喜び、「もう一回する」と意欲をみせ、中には繰り返し楽しんで

いる子も見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜進級に向けて＞ 

 うさぎぐみの子どもたちは給食時に箸を使って

食べたり、登園後の荷物の始末をしたりと自分で

するように促しています。少しずつ自立に向かっ

ていけるよう、引き続き援助していきます。 

 パズルにはまっています！ 

寒さの中にも、少しずつ春の暖かい日差しが感じられるようになってきました。早いもので今年度

も残り一か月となりましたが、子どもたちの成長を感じながら、毎日を楽しく過ごしていきたいと思

います。 

ベアーズだより №１１ 

      ＜お願い＞ 

 衣服の着脱の際、自分でしようと頑

張っています。服のサイズが小さいと

着脱しにくいことがありますので、サ

イズの確認をお願いします。 

  

 桃の節句、ひな祭りにちなみ、製作遊びをしました。ひな人形の着物になるコーヒーフィルターに好き

な色のマーカーペンで線を描いたり、塗りつぶすように色を付けたりして楽しみました。そのフィルター

に保育者が霧吹きで水をかけると・・・。「あれ、線がなくなったよ」「わあ～！」などと驚いた表情でペ

ンの色が滲んでいく様子を見ていました。また、「こっちはおひな様ので、こっちがおだいり様の服（着

物）にするね」とイメージを膨らませながら作っている子も見られました。 

ひな飾りの製作遊び 


